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日本介護支援専門員連盟活動紹介 

１；令和２年度の報告 

 １：会議 

① 総会（書面総会） 

② 理事会（２回――１回は対面・１回は書面） 

③ 三役打合せ会（２回） 

２：日本ケアマネジメント推進議員連盟関係 

① 議連会長、事務局長、その他中心メンバーとの打合せ 

② 議連総会（２回） 

③ ケアマネジメント推進に関する決議採択 

３：対外活動 

① 国民政治協会懇談会参加 

② 日本介護支援専門員協会支部長会での挨拶（２回） 

③ 各種団体協議会懇談会参加 

④ 政策集団の会への参加（水月会・志帥会・平成研究会・志公会・清和会 等） 

⑤ 衆参議員の勉強会、セミナー、励ます会等への参加 

⑥ 予算税制に関する政策懇談会 参加 

⑦ 要望書の提出（コロナ対応に関する要望、補正予算に関する要望、研修オンライン 

化に関する要望、税制に関する要望、介護報酬改定に関する要望、ケアマネジメント

推進に関する要望 等１０件 

４：選挙の推薦 

① 鹿児島県知事選挙                           etc. 

２；令和３年度の報告（中間） 

 １：会議 

① 総会（書面総会―現在進行中） 

② 理事会（２回―１回は ZOOM,１回は書面） 

 ２：日本ケアマネジメント推進議員連盟関係 

① 議連会長、事務局長、その他有力議員との打ち合わせなど 

 ３：対外活動 

① 自由民主党 党大会 

② 各種団体協議会懇談会 

③ 主要団体実務者研修会 

④ 政策集団の会への参加（水月会） 

⑤ 衆参議員の勉強会、セミナー、励ます会 等への参加 

 ４：選挙の推薦 

① 山形県知事選挙 
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② 千葉県知事選挙 

③ 北九州市市議会議員選挙 

④ 兵庫県議会議員選挙 補欠選挙 

３；組織強化について 

 １：数が大切 

  何処へ行っても言われること 

① ケアマネさんの数はどのくらい？【有資格者は７１万人少々】【そのうち実務について

いるのは多分２０万人足らずでしょうか】 

② 日本介護支援専門員協会会員数はどのくらい？【３１，０００人位でしょうか】 

③ その組織率はどのくらい？【はっきりしませんが大体２割くらいでしょうか】 

④ それで連盟さんの会員数はどのくらい？【大きな声で言えませんがご想像に・・】 

  青色部分が大まかな回答なのですが、結局、相手は会員数と組織率を大変重要視します。 

  当然のことですが、数は“力”なんです。 

 ２：日本介護支援専門員連盟の会員数 

 

 
   

   ※その年度の会費納入者数 ＋ 前年度の会費納入者数（重複者は１人とする） 

   ※2021年（令和３年度）８月１日現在会員数（正会員１１４名、賛助会員１名） 

   ※多くの皆様のご加入をお願い申し上げます。 

   ※最後のページに入会申込書・会費納入先をお示ししております。 

   ※政府や政治家を通じた申し入れにも、数の力を使わないと上手くいきません。 

   ※協会ともども、連盟会員増強にご協力をお願いします。 

      ※今後も会員増強に努めます。 
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４；協会の新情報収集システムの活用を！ 

  １：第２期支部割当数――――７２４名    8/3の実績数――６５９名 

  ２：第２期ブロック割当数――３００名    8/3の実績数――１８５名 

         計（目標）１，０２４名    8/3の実績数――８４４名（８２．４％） 

  ３：総会員数からみると３％ちょっとにしかならないが、このシステムは会員の意見等を収 

集するのに大変効率が良く実態を把握した調査結果が得られると思われる。抽出調査の

精度を確保できる数である。【統計処理により有意だと判断できる】 

  ４：回答数を可能な限り１００％にすることが必要で、協力員の積極性が求められる。 

  ５：連盟としても、この調査結果により、政治的動きの必要性が見いだされたら、協会と連

携し行動を起こしたく思っており、このシステムを重要視しています。 

５；国の法システムの理解 

 
   

６；今秋の衆議院議員総選挙・来年の参議院通常選挙への対応 

 推薦の基本条件 

（１） 居宅介護支援費の一部負担導入の阻止 

（２） 「事実上の国家資格相当」といわれる言葉の実質を求め、我々の国家資

格化への歩みを理解してくれること 

（３） 日本ケアマネジメント推進議員連盟の先生方を中心に、他の先生方につ

いては、上記２点の共有と今後の議連への参加、協力の要請 

左図は、法令などの順位を示しています。どの段階

のものなのかを良く知った上で対応する必要がありま

す。それによって対応する人の職責をよく理解した上

で対応していくことが大切です。また、その担当者で

は、難しい場合はより上位の方と接触し運動する必要

があります。 

また、そのほかに審議会等があります。介護に関し

ては、社会保障審議会の介護保険部会や、給付費分科

会などが重要です。審議会などでは、外から色々訴え

るのは難しく協会選出委員を、皆が、一丸となって支

え一丸となって内容分析することが大切になります。 

何れにしても政治的な動きが重要になります。協会

と連盟の連携を密にし、努力する所存です。 
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   ※以上を基本条件として推薦活動を行います。 

   ※支部長の皆様の地域の候補者で推薦依頼などがございましたらお知らせ下

さい。政権与党の候補者で上記条件確認の上対応致します。 

   ※連盟では今回の選挙に関する推薦に関する文書を用意致しております。 

    【連絡先】（電 話）０７２－４７３－１７１０ 

         （メール）minosuke-fdo@joy.ocn.ne.jp 

               （F A X）０７２－４７２－５５５０ 

        ※藤岡迄⇒連盟役員で検討の上、ご連絡いたします。 

７；会費納入と入会申込書 
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